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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次 　

第121期

第２四半期

連結累計期間

第122期

第２四半期

連結累計期間

第121期

会計期間 　
自　平成23年４月１日

至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日

至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日

至　平成24年３月31日

売上高 （百万円） 49,026 50,149 103,035

経常利益 （百万円） 1,129 1,519 3,265

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,370 891 2,150

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,321 △376 △0

純資産額 （百万円） 34,351 34,753 35,651

総資産額 （百万円） 94,397 91,973 96,309

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 16.24 10.57 25.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.2 34.5 33.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,417 1,904 3,636

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △10,090 △1,990 △11,440

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 2,181 △330 △18

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 3,746 2,229 2,655

　

回次 　
第121期

第２四半期

連結会計期間

第122期

第２四半期

連結会計期間

会計期間 　 自　平成23年７月１日

至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日

至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 5.03 5.50

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２  売上高には、消費税等は含まれていません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載していません。
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２ 【事業の内容】

当社グループ（当社、連結子会社、持分法適用会社）は、耐火物事業、ファーネス事業、セラミックス事業、

不動産事業、その他の５つのセグメント情報の区分にわたって事業を展開しています。

なお、平成24年７月１日付で、当社を存続会社とし、当社の100％連結子会社であった九州耐火煉瓦株式会

社を消滅会社とする吸収合併の効力が発生し、当社が同社を吸収合併したことにより、同社は解散いたしま

した。これに伴い、当社グループは、当社、連結子会社10社及び持分法適用関連会社３社により構成されるこ

ととなりました。

当第２四半期連結累計期間における、各区分に係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね

次のとおりです。

　

（耐火物事業）

事業の内容について重要な変更はありません。

［主な関係会社の異動］吸収合併による解散：九州耐火煉瓦株式会社

　

（ファーネス事業）

事業の内容について重要な変更はなく、また主要な関係会社にも異動はありません。

　

（セラミックス事業）

事業の内容について重要な変更はありません。

［主な関係会社の異動］吸収合併による解散：九州耐火煉瓦株式会社

　

（不動産事業）

事業の内容について重要な変更はなく、また主要な関係会社にも異動はありません。

　

（その他）

事業の内容について重要な変更はなく、また主要な関係会社にも異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在していません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間においては、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産量

は、東日本大震災の影響で落ち込んだ生産が回復し、前年同四半期連結累計期間に比べ2.7％増の5,475万

5千トンとなりました。

当社グループでは、昨年５月に当社が株式を取得し子会社としたインド最大手の耐火物メーカー

TRL KROSAKI REFRACTORIES LIMITED（以下「TRL Krosaki」）の連結子会社化による影響が第１四半期

連結累計期間の当初から及んだものの、当第２四半期連結会計期間において景気の先行きに不透明感が

増し、粗鋼生産もその影響を受けたことから、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結

累計期間に比べ2.3％増収にとどまり、501億49百万円となりました。

また、損益については、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ

10.9％増益の18億47百万円、経常利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ34.5％増益の15億19百万円と

なりました。四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間においては特別利益として事業譲渡益の計上が

あったことから、前年同四半期連結累計期間に比べ34.9％減益の８億91百万円となりました。

これにより、１株当たり四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間の16円24銭から10円57銭となりま

した。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

なお、各セグメントの売上高は、外部顧客への売上高であり、セグメント間の内部売上高又は振替高は

含まれていません。また、セグメント利益は営業利益ベースです。

［耐火物事業］

TRL Krosakiの連結子会社化により、耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ3.4％

増収の405億39百万円、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ1.8％増益の13億85百万円

となりました。

［ファーネス事業］

ファーネス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ3.2％増収の63億84百万円となりまし

た。売上高の増加及び工事案件の利益率改善により、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に

比べ293.9％増益の３億85百万円となりました。
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［セラミックス事業］

主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境の悪化により収益が悪化し、セラミックス事業

の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ10.9％減収の24億35百万円、セグメント利益は、前年同

四半期連結累計期間に比べ86.6％減益の20百万円となりました。

［不動産事業］

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ7.9％減収の４億52百万円、セグメント利

益は、前年同四半期連結累計期間に比べ31.3％増益の１億93百万円となりました。

［その他］

その他の事業セグメントの売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ14.9％減収の３億38百万円、

セグメント利益は２百万円（前年同四半期連結累計期間は７百万円セグメント損失）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連結会

計年度末に比べ４億26百万円減少し、22億29百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は19億４百万円（前年同四半期連結累計期間は14億17百万円の収入）

となりました。

主な内訳は、仕入債務の減少額22億５百万円、減価償却費17億９百万円、売上債権の減少額18億78百

万円、税金等調整前四半期純利益14億44百万円です。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は19億90百万円（前年同四半期連結累計期間は100億90百万円の支

出）となりました。

主な内訳は、固定資産の取得による支出20億22百万円です。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は３億30百万円（前年同四半期連結累計期間は21億81百万円の収入）

となりました。

主な内訳は、短期借入金の増加額10億２百万円、預り敷金の返還による支出６億49百万円、長期借入

金の返済による支出５億１百万円です。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は６億70百万円です。

　

※第２［事業の状況］の金額には、消費税等は含まれていません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 350,000,000

計 350,000,000

　

②　【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年11月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 91,145,28091,145,280
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は1,000株です。

計 91,145,28091,145,280 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成24年９月30日 － 91,145,280 － 5,537 － 5,138
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

新日鐵住金㈱ 東京都千代田区丸の内２丁目６－１ 39,080 42.88

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 東京都中央区晴海１丁目８－11 4,008 4.40

㈱福岡銀行 福岡県福岡市中央区天神２丁目13－１ 1,859 2.04

CACEIS BANK LUXEMBOURG-CLIENT
ACCOUNT
（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

5 ALLEE SCHEFFER,L-2520 LUXEMBOURG
（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

1,249 1.37

CBHK-KOREA SECURITIES DEPOSITORY
（常任代理人　シティバンク銀行㈱）

34-6,YEOUIDO-DONG,YEONGDEUNGPO-GU,
SEOUL,KOREA
（東京都品川区東品川２丁目３－14）

910 1.00

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６－６
日本生命証券管理部内

898 0.98

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 東京都港区浜松町２丁目11－３ 725 0.79

東邦瓦斯㈱ 愛知県名古屋市熱田区桜田町19－18 708 0.78

㈱安川電機 福岡県北九州市八幡西区黒崎城石２－１ 700 0.77

一般財団法人日本製鐵八幡共済組合 福岡県北九州市戸畑区飛幡町１－１ 660 0.72

計 － 50,799 55.73

(注) １  日本トラスティ・サービス信託銀行㈱及び日本マスタートラスト信託銀行㈱の持株のすべては、信託業務に

係る株式です。

２  上記のほか、当社所有の自己株式6,732,751株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.39％）がありま

す。

なお、この自己株式数は株主名簿上の株式数であり、実質保有株式数は6,731,751株（発行済株式総数に対す

る所有株式数の割合7.39％）です。

３  新日本製鐵㈱は、平成24年10月１日に住友金属工業㈱と合併し、新日鐵住金㈱に商号変更しています。
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(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ －

普通株式 6,731,000

（相互保有株式）
－ －

普通株式 37,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 82,913,000 82,913 －

単元未満株式 普通株式 1,464,280 － －

発行済株式総数 　 91,145,280 － －

総株主の議決権 － 82,913 －

(注) １ 「完全議決権株式(その他）」欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）が含ま

れています。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式751株と証券保管振替機構名義376株が含まれています。

　
②【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

黒崎播磨㈱
福岡県北九州市八幡西区
東浜町１－１

6,731,000 － 6,731,000 7.38

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

  菊竹産業㈱
福岡県北九州市八幡西区
穴生３丁目10－24

36,000 － 36,000 0.04

  ㈱合同セラミックス 岡山県備前市伊部936 1,000 － 1,000 0.00

計 － 6,768,000 － 6,768,000 7.42

(注) 上記のほか、株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)ありま

す。

なお、当該株式は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めています。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

(注) 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における、取締役を兼務しない執行役員の異動は次の

とおりです。
　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

執行役員 電材事業部長 （新任） － 河野　晃治 平成24年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けていま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,655 2,229

受取手形及び売掛金 ※2
 27,141

※2
 25,136

商品及び製品 8,243 7,643

仕掛品 2,496 2,431

原材料及び貯蔵品 5,639 5,267

繰延税金資産 1,278 1,158

その他 1,834 1,777

貸倒引当金 △22 △20

流動資産合計 49,265 45,624

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 36,696 36,706

減価償却累計額 △25,842 △26,240

建物及び構築物（純額） 10,854 10,465

機械装置及び運搬具 54,349 54,139

減価償却累計額 △46,488 △46,582

機械装置及び運搬具（純額） 7,860 7,556

工具、器具及び備品 4,402 4,450

減価償却累計額 △3,559 △3,682

工具、器具及び備品（純額） 842 768

土地 7,614 7,585

建設仮勘定 839 2,223

有形固定資産合計 28,010 28,599

無形固定資産

のれん 7,286 6,487

その他 931 871

無形固定資産合計 8,218 7,358

投資その他の資産

投資有価証券 7,225 6,677

長期貸付金 235 145

繰延税金資産 473 439

その他 2,906 3,155

貸倒引当金 △48 △43

投資その他の資産合計 10,791 10,373

固定資産合計 47,020 46,331

繰延資産

社債発行費 22 17

繰延資産合計 22 17

資産合計 96,309 91,973
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 18,861

※2
 16,497

短期借入金 6,328 7,182

未払法人税等 1,052 267

賞与引当金 2,206 2,125

工事損失引当金 － 4

その他 5,237 5,738

流動負債合計 33,685 31,815

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,234 10,008

繰延税金負債 796 674

退職給付引当金 914 496

役員退職慰労引当金 592 488

製品保証引当金 6 5

負ののれん 455 404

資産除去債務 25 25

その他 3,945 3,299

固定負債合計 26,971 25,403

負債合計 60,657 57,219

純資産の部

株主資本

資本金 5,537 5,537

資本剰余金 5,138 5,138

利益剰余金 25,757 26,215

自己株式 △1,564 △1,565

株主資本合計 34,869 35,326

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 705 378

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 △3,105 △3,964

その他の包括利益累計額合計 △2,397 △3,585

少数株主持分 3,179 3,012

純資産合計 35,651 34,753

負債純資産合計 96,309 91,973
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 49,026 50,149

売上原価 40,563 41,213

売上総利益 8,462 8,936

販売費及び一般管理費 ※1
 6,797

※1
 7,088

営業利益 1,665 1,847

営業外収益

受取利息 19 9

受取配当金 63 51

負ののれん償却額 98 50

助成金収入 0 77

持分法による投資利益 19 20

その他 133 101

営業外収益合計 334 311

営業外費用

支払利息 263 334

為替差損 420 101

その他 187 204

営業外費用合計 870 640

経常利益 1,129 1,519

特別利益

固定資産売却益 0 25

事業譲渡益 1,011 －

その他 88 5

特別利益合計 1,100 30

特別損失

固定資産除却損 19 48

固定資産売却損 2 0

投資有価証券評価損 － 36

退職特別加算金 － 18

その他 4 0

特別損失合計 25 105

税金等調整前四半期純利益 2,204 1,444

法人税、住民税及び事業税 677 226

法人税等調整額 64 227

法人税等合計 742 454

少数株主損益調整前四半期純利益 1,462 990

少数株主利益 91 98

四半期純利益 1,370 891
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,462 990

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,059 △325

繰延ヘッジ損益 △363 △2

為替換算調整勘定 △1,367 △1,042

持分法適用会社に対する持分相当額 6 3

その他の包括利益合計 △2,784 △1,366

四半期包括利益 △1,321 △376

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,116 △296

少数株主に係る四半期包括利益 △204 △79

EDINET提出書類

黒崎播磨株式会社(E01150)

四半期報告書

13/24



(3)　【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,204 1,444

減価償却費 1,972 1,709

のれん償却額 102 176

負ののれん償却額 △98 △50

長期前払費用償却額 1 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △7

賞与引当金の増減額（△は減少） 26 △69

退職給付引当金の増減額（△は減少） △73 △2

その他の引当金の増減額（△は減少） △17 △96

受取利息及び受取配当金 △82 △60

支払利息 263 334

為替差損益（△は益） 73 36

持分法による投資損益（△は益） △19 △20

固定資産売却損益（△は益） 1 △24

固定資産除却損 19 48

投資有価証券評価損益（△は益） － 36

事業譲渡損益（△は益） △1,011 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,940 1,878

たな卸資産の増減額（△は増加） △852 839

仕入債務の増減額（△は減少） △1,535 △2,205

その他 △321 △359

小計 2,593 3,605

利息及び配当金の受取額 82 50

利息の支払額 △265 △328

特別退職金の支払額 － △438

法人税等の支払額 △993 △984

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,417 1,904

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △1,841 △2,022

固定資産の売却による収入 785 31

固定資産の除却による支出 △26 △20

投資有価証券の取得による支出 △3 △30

貸付けによる支出 △5 △0

貸付金の回収による収入 32 78

事業譲渡による収入 1,333 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△10,453 －

その他 86 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,090 △1,990
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 3,511 1,002

長期借入れによる収入 － 323

長期借入金の返済による支出 △105 △501

預り敷金の返還による支出 △694 △649

自己株式の取得による支出 △2 △1

配当金の支払額 △587 △420

少数株主への配当金の支払額 △199 △78

その他 259 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,181 △330

現金及び現金同等物に係る換算差額 △117 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,608 △426

現金及び現金同等物の期首残高 10,355 2,655

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,746

※1
 2,229
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)
 

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であった九州耐火煉瓦㈱は、平成24年７月１日付
で当社を存続会社とする吸収合併により解散したため、連結の範囲から除外しています。

 

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

１.　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、法人税法の規

定に基づく減価償却方法を採用している有形固定資産のうち、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ３百万円増加しています。

 
２.　当社は建物(不動産事業に係る建物を除く)の減価償却方法につきまして、従来、定率法によってい

ましたが、第１四半期連結会計期間より、定額法によっています。

この変更は、従来主に製造設備と一体と考えて投資してきた建物について、当連結会計年度の本

社屋の改装・厚生棟等の建設を契機に減価償却方法を検討した結果、建物本体は、収益や設備の稼

働状況に左右されず、長期的・安定的に使用され、利用による便益が平均的に発現するものと考え

られるため、定額法による減価償却方法を採用する方が会社の経済的実態をより適切に反映させる

ことができると判断したためです。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ67百万円増加しています。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  偶発債務

(イ)債務保証

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司 　 秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司 　

金融機関からの借入金 130百万円 金融機関からの借入金 184百万円

ひびき灘開発株式会社 　 ひびき灘開発株式会社 　

金融機関からの借入金 32百万円 金融機関からの借入金 29百万円

従業員 　 従業員 　

住宅資金の金融機関からの借入金 276百万円 住宅資金の金融機関からの借入金 267百万円

　 　 TRL CHINA LIMITED　

　 　 金融機関からの借入金 827百万円

　

(ロ)経営指導念書

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

TRL CHINA LIMITED　 TRL CHINA LIMITED　

金融機関からの借入金 961百万円 金融機関からの借入金 －百万円

　

(ハ)債権流動化による遡及義務

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

手形譲渡高 1,336百万円 1,362百万円

うち、四半期連結会計期間末日満期手形 223百万円 217百万円

売掛債権譲渡高 729百万円 924百万円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 21百万円 19百万円

支払手形 381百万円 234百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりです。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

減価償却費 208百万円 169百万円

のれん償却額 102百万円 176百万円

賞与引当金繰入額 683百万円 594百万円

退職給付費用 131百万円 164百万円

役員退職慰労引当金繰入額 62百万円 63百万円

発送運搬費 1,180百万円 1,285百万円

役員報酬及び給与 1,419百万円 1,552百万円

研究開発費 727百万円 670百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりです。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金 3,746百万円 2,229百万円

現金及び現金同等物 3,746百万円 2,229百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 591 7 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 422 5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月７日
取締役会

普通株式 211 2.5平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

耐火物
事業

ファーネ
ス事業

セラミッ
クス事業

不動産
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 39,2196,1842,733 49148,62839749,026 － 49,026

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

58 － － － 58 － 58 △58 －

計 39,2786,1842,733 49148,68739749,085△58 49,026

セグメント利益
又は損失（△）

1,360 97 151 147 1,757 △7 1,749△84 1,665

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製鉄所向け石灰の製造販売です。

２  セグメント利益又は損失（△）の調整額△84百万円は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異

です。

３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　
　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

耐火物
事業

ファーネ
ス事業

セラミッ
クス事業

不動産
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 40,5396,3842,435 45249,81133850,149 － 50,149

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

36 － － － 36 － 36 △36 －

計 40,5756,3842,435 45249,84733850,185△36 50,149

セグメント利益 1,385 385 20 193 1,985 2 1,988△140 1,847

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製鉄所向け石灰の製造販売です。

２  セグメント利益の調整額△140百万円は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異です。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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２  報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結

子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、法人税法の規定に基づく減価償却方

法を採用している有形固定資産のうち、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の

法人税法に基づく方法に変更しています。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「耐火物事業」のセグメント利

益が２百万円増加し、「ファーネス事業」のセグメント利益が０百万円増加し、「セラミックス事業」

のセグメント利益が０百万円増加しています。

　

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より、当社の建物(不動産事業に係る建物を除く)の償却方法を定率法から定額法へ変更したこ

とに伴い、報告セグメントの減価償却の方法を変更しています。

当該変更は、従来主に製造設備と一体と考えて投資してきた建物について、当連結会計年度の本社屋

の改装・厚生棟等の建設を契機に減価償却方法を検討した結果、建物本体は、収益や設備の稼働状況に

左右されず、長期的・安定的に使用され、利用による便益が平均的に発現するものと考えられるため、

定額法による減価償却方法を採用する方が会社の経済的実態をより適切に反映させることができると

判断したためです。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「耐火物事業」のセグメント利

益が46百万円増加し、「ファーネス事業」のセグメント利益が４百万円増加し、「セラミックス事業」

のセグメント利益が４百万円増加し、「その他」のセグメント利益が０百万円増加しています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益 16円24銭 10円57銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(百万円) 1,370 891

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,370 891

普通株式の期中平均株式数(千株) 84,417 84,405

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

　

２ 【その他】

第122期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成24年11月７日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①  配当金の総額                            211百万円

②  １株当たりの金額                        ２円50銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成24年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月８日

黒崎播磨株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    俵　　　　洋　志    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐　田　　明　久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒崎
播磨株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒崎播磨株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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